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Mashiki - town Council of Social Walfare

１１月の社協だより

　今月号の表紙は「地域サロン応援隊養成講座」

です。今回は２１名の方が参加されました。講座

以外でも地域サロンの現場での体験もされました。

　他にも当協議会が行った事業で「実習生受け入れ」

や「地域サロン協力員交流会」を紹介しています。

　また、社協情報には１１月の相談日やお知らせ

等をご紹介しています。
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地域サロン／地域福祉課
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共同募金運動／在宅福祉課

社協情報／ひきこもり相談窓口、もの忘れ相談室　など

地域サロン／惣領４町内、福富、辻の城団地、平田上・中

地域を支えるふくしの輪／実習生（熊本駅前看護リハビリテーション学院）

P2

P3

P4

社会福祉法人
益城町社会福祉協議会
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地域サロン応援隊養成講座が地域サロン応援隊養成講座が
修了。これからは地域活動に修了。これからは地域活動に
励みます。励みます。
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社協たより
安心して暮らせる福祉のまちづくり



２2023/11社協だより

地 域 サ ロ ン
地域福祉課

地
域
サ
ロ
ン
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
！

身近な道具を使ったレクリエーション

参加された皆さん楽しんで受講されました

　
今
年
度
は
７
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
、
地
域
サ
ロ
ン
応
援
隊
養
成
講
座
を

５
回
開
催
し
、
21
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
熊
本
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
会
長
の
上
野
祥
子
氏
を
講
師
と

し
て
招
き
、
身
近
な
道
具
を
使
っ
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
認
知
症
予
防
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
子
ど
も
た
ち
と
盛
り

上
が
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い

て
講
座
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
講
座
で
紹
介
さ
れ

た
サ
イ
コ
ロ
と
ト
ラ
ン
プ
を
購
入
し
ま

し
た
。
早
速
サ
ロ
ン
で
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
」、「
楽
し
い
講
座
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
お
住
ま
い

の
地
域
サ
ロ
ン
で
応
援
隊
と
し
て
活
動

さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

地 域 サ ロ ン
地域福祉課

地
域
サ
ロ
ン
協
力
員
同
士
の
交
流
会
を
実
施

参加されたサロン代表者及び協力員

　
９
月
28
日
（
木
）
に
令
和
５
年
度
地

域
サ
ロ
ン
協
力
員
交
流
会
を
開
催
し
、

89
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
赤
井
地
区
の
ひ
ま
わ
り
会

代
表
の
吉
村
丸
子
さ
ん
、
安
永
３
町
内

地
区
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表
の
石
田

稔
さ
ん
、
田
中
地
区
の
茜
会
代
表
の
安

尾
博
徳
さ
ん
の
３
地
区
よ
り
活
動
発
表

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ

ン
の
特
徴
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
情
報
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
崎

２
町
内
地
区
の
わ
か
ば
会
代
表
の
椎
葉

る
み
子
さ
ん
よ
り
実
際
さ
れ
て
い
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
や
、
各
サ
ロ

ン
活
動
時
の
作
品
展
示
な
ど
も
行
い
、

終
了
後
も
お
互
い
の
サ
ロ
ン
見
学
会
を

約
束
し
合
っ
た
り
、
作
品
展
示
を
見
て

作
り
方
等
を
尋
ね
た
り
、
地
域
の
サ
ロ

ン
同
士

の
交
流

や
意
見

交
換
を

行
う
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。

惣領２町内わかば会で行っているレクリエーションを実践しました

講師の上野先生

サロン活動での作品の展示



会員紹介
～タスキ～

３

福
祉
座
談
会

在
宅
福
祉
課

柳水福祉座談会

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
以
前
は
自
衛
官
と
し
て
働
い
て
、
体

力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、
10
年

程
前
に
心
臓
の
手
術
を
し
、
体
力
の
低

下
を
感
じ
ま
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
、（
会

員
の
）
募
集
を
知
り
体
力
向
上
と
健
康

維
持
の
た
め
に
登
録
し
ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　

セ
ン
タ
ー
に
は
元
自
衛
官
の
方
も
多

く
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の
再
開
も
あ

り
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
町
内
企
業
の
敷
地
内
清
掃

を
、
他
の
会
員
さ
ん
と
シ
フ
ト
を
組
み

週
２
日
程
度
活
動
し
て
い
ま
す
。
身
体

に
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
し
な
が

ら
、
社
会
貢
献
も
で
き
、
充
実
し
て
い

ま
す
。

趣
味

　
老
人
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
熱

中
し
て
い
ま
す
。
未
経
験
で
す
が
思
い

切
っ
て
始
め
て
み
ま
し
た
。
予
想
以
上

に
奥
が
深
く
の
め
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
手
先
を
使
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
な
ど
が

昔
か
ら
好
き
で
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
で

健
康
を
維
持
し
な
が
ら
、
竹
細
工
や
木

工
家
具
づ
く
り
な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

2023/11社協だより

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

上砥川・柳水・馬
水南で行いました

No.40

小
山
秀
樹
さ
ん

所
属
／
フ
リ
ー

清掃作業の様子

馬水南福祉座談会

上
砥
川
福
祉
座
談
会
（
９
月
５
日
）

　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ

い
て
、
訪
問
時
に
呼
び
鈴
を
押
し
て
も

耳
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
い
出
て
来
ら
れ

な
い
方
が
増
え
た
。
全
体
的
に
家
族
の

支
援
や
見
守
り
が
あ
っ
て
い
る
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

柳
水
福
祉
座
談
会
（
９
月
14
日
）

　
熊
本
地
震
以
降
、
世
帯
数
も
減
っ
て

お
り
、
地
域
の
祭
り
や
寄
り
合
い
の
機

会
も
減
っ
て
い
る
。
世
帯
は
少
な
い
が
、

近
所
同
士
の
声
か
け
や
見
守
り
な
ど
関

係
性
は
で
き
て
い
る
等
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

馬
水
南
福
祉
座
談
会
（
９
月
26
日
）

　
見
守
り
活
動
を
行
う
中
で
、
高
齢
者

の
情
報
は
比
較
的
把
握
で
き
て
い
る
が
、

子
ど
も
た
ち
の
情
報
は
あ
ま
り
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
学
校
等
と
連
携
が
取

れ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
等
の
意
見

が
挙
が
り
ま
し
た
。

上砥川福祉座談会
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災害ボランティアセンター活動
～令和５年７月豪雨災害～

　 

共
同
募
金
運
動

　当協議会では、７月３日の大雨によりお住まいの住宅
が倒壊や床上及び床下浸水等の被害に遭われた世帯に対
して、７月６日に災害ボランティアセンターを設置し、
ボランティア団体等の協力を得て、床下の泥出しや浸水
で使えなくなった家財道具の搬出、消毒等の活動を行っ

てきましたが、９月２５日に全ニーズが完了したため、
９月末日でセンターの閉所を行いました。
　センター運営及び活動に携わっていただいた全ての方
に感謝申し上げます。

【活動実績】
◎センター開設期間　７月６日～９月３０日（うち活動日数　３９日）
◎活動件数　延９８件　◎ボランティア活動人数　延４９５名
◎主な活動内容

・家屋の床下及び庭からの泥出し、運搬
・畳、家財の運搬　・送風機による床下乾燥、消毒　など

【お世話になったボランティアさんの紹介】

☆ｏｒａｎｇｅ　ｐｅａｃｅさん
九州看護福祉大学の有志団体

（活動のきっかけ）
　つながりがあった今井さんに声掛けし、センター活
動を紹介してもらいました。

（活動を通じての感想）
　はじめは何をしたらよいか分からず、一緒に活動し
た方の指示で動いていましたが、継続的に活動したこ
とで、自主的に活動できるようになりました。今回初
めて床下に入り、泥出し作業等を行いました。床下な
ので狭くて、暗く、メンバー間で声も届かず、そのあ
たりは大変でした。また、これまで４年生は人吉での
活動経験がありましたが、１～３年生が今回の活動を
経験でき大変良かったです。

（益城町の皆さんへのメッセージ）
　私たちを受け入れてくださって様々な経験をさせて
いただきありがとうございました。活動を通じて、益
城の皆さんの力になれて良かったです。

☆ｓｉｅｎ　ｓｉｅｎ　ｗｅｓｔさん
今井健太郎さん

（今回の活動のきっかけ）
　佐賀県の中間支援組織で活動し
ていて、元々、災害支援活動は行っ
ていました。この団体は、今回の
活動を機に形作られました。今回
の水害でどのような支援ができる
のか考えた中で、支援を届ける環
境をどう作るかＫＶＯＡＤと一緒に考えました。その
際、床下の作業を行う団体がいないことが今回支援に
入るきっかけになり、団体設立の継続になりました。

（活動を通じての感想）
　社協の皆さんの優しさや受け入れてくれたありがた
さを感じています。職員との関係性が良好だったので、
活動しやすく細やかな支援につながったと思います。
活動のメインが床下だったため、依頼者とのふれあい
がいつも以上に少なかったので、床下で見えないから
こそ、より丁寧に行い安心していただけるように作業
しました。

（益城町の皆さんへのメッセージ）
　受け入れてくださりありがとうございました。地震、
水害と立て続けに起こった中で、今後、少しでも何か
あった時は、受け入れてくだされば活動をしていきた
いと思っています。
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災害ボランティアセンター活動
～令和５年７月豪雨災害～

　 
共
同
募
金
運
動

●共同募金とは
　共同募金は、昭和２２年から民間主体の運
動として始まりました。当時は、戦後半減し
た社会福祉施設の支援に充てられました。
　現在は、社会福祉法のもと地域福祉の推進
＝じぶんの町を良くするしくみとして活用さ
れています。今年も１０月１日～１２月３１
日まで募金運動を行っています。

●募金の使い道
　集められた募金は、全額熊本県共同募金会
へ送金しています。そして、翌年度に広域配
分と地域配分に分けて配分されています。
　広域配分は、熊本県内の社会福祉施設やＮ
ＰＯ法人、保育所等に配分されています。地
域配分は、募金を集めた市町村の社会福祉協
議会へ配分されています。

●非常時にも活用されています
　東日本大震災や平成２８年熊本地震、昨今
頻発している大雨や台風災害時にも活用され
ています。集まった募金の一部を災害等準備
金として活用しています。

●益城町共同募金委員会について
　益城町共同募金委員会は、熊本県共同募金
会から益城町社会福祉協議会が業務を受けて
活動しています。
　１０月から「赤い羽根共同募金」、１１月か
ら「歳末たすけあい募金」を実施し、地域の
皆さんや企業にご協力いただいています。

募金種別 金額

１ 戸別募金 3,354,150 円

２ 法人募金 1,300,916 円

３ 職域募金 190,848 円

４ ワッペン募金 105,139 円

５ 自販機募金 126,630 円

６ その他募金 95,705 円

小計 5,173,388 円

募金種別 金額

１ 戸別募金 2,257,061 円

２ 竹筒募金 247,402 円

３ その他募金 1円

小計 2,504,464 円

●令和４年度実績　～令和４年度共同募金実績～

赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

共同募金合計　7,677,852 円

●令和４年度実績　～令和４年度共同募金配分事業実績～

令和４年度地域配分金額　5,901,759 円

事業名 詳細 金額 事業名 詳細 金額

１ ワークキャンプ 小中学生向けの防災講話 16,258 円 ９ ふるさと整備等助成 公共施設整備 20,000 円

２ 親子講座 未就園の親子対象講座 30,441 円 10 福祉団体助成 ８福祉団体 1,755,000円

３ ふれあい交流会 一人暮らし高齢者イベント 2,685 円 11 ボランティア協力校 町内７小中学校 349,922 円

４ 地域サロン助成 活動助成 683,606 円 12 歳末たすけあい見舞 ７６０世帯 1,099,720円

５ 福祉団体親善スポーツ大会 福祉団体交流事業 90,344 円 13 ひとり親家庭支援 ３６０世帯 803,266 円

６ ボランティアのつどい 団体交流事業 35,330 円 14 地域福祉活動計画策定 住民共同の計画 1,053,550円

７ 小地域活動配分金 地域活動助成 320,400 円 15 広報・その他 広報誌等 924,443 円

８ 共同募金報告会 区長対象の報告会 5,688 円 合計 7,190,653円

差額 1,288,894 円は過去の繰越金を活用しています
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

「
ひ
き
こ
も
り
」
に
悩
ん
で
い
る
方
へ

～
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
～

　
ひ
き
こ
も
り
っ
て
？
・・・
ひ
き
こ
も
り
は
様
々

な
要
因
に
よ
っ
て
対
人
交
流
や
社
会
的
な
参
加

の
場
が
、
長
期
に
わ
た
り
少
な
く
な
っ
て
い
る

状
態
の
こ
と
で
す
。
誰
に
で
も
起
こ
り
え
ま
す

が
、
長
く
続
く
と
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
抜
け

出
し
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
あ
な
た
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か
ら

の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

　
　

県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
こ
こ

　
　

☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
７
７

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
に
対
す
る
悩
み
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
日
／
11
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関
と

の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な
相

談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
包
括
的
に

受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族
と
困
り
ご
と
の

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

１１月８日（水） 松尾英美
（司法書士）

本田龍子
（人権擁護委員）

土山秀喜
（民生児童委員）

１１月１５日（水） 松尾英美
（司法書士）

滝川朋子
（人権擁護委員）

大津誠三
（民生児童委員）

１１月２２日（水） 松尾英美
（司法書士）

大塚慶子
（消費者地域相談員）

佐伯ヒロ子
（民生児童委員）

１１月２９日（水） 松尾　一
（行政書士）

齊藤幸子
（民生児童委員）

１２月６日（水） 松尾英美
（司法書士）

冨田幸子
（民生児童委員）
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◇
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
在
宅
で
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
が
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
や
介
護
に
役
立
つ
情
報
、
そ
し
て

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
実
際
の
介
護
に
役
立
つ
介
護
方
法

な
ど
を
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
の
講
習
指

導
員
の
方
か
ら
お
話
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
場

所
を
西
原
村
に
移
動
し
て
お
食
事
を
し
な
が
ら
、

同
じ
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
同
士
で
集
い
、
日

ご
ろ
の
悩
み
を
話
し
合
え
る
機
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
28
日
（
火
）
９
時
45
分
～
13
時

場
所
／
【
講
習
会
】
益
城
町
総
合
体
育
館

　
　
　

  【
懇
親
会
】
味
の
花
咲
く
「
実
の
花
」

対
象
／
益
城
町
在
住
で
ご
自
宅
で
同
居
さ
れ
て

い
る
要
介
護
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
20

名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

参
加
費
／
無
料
（
た
だ
し
、
懇
親
会
の
み
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
送
迎
等
ご
心
配
な
点
に
つ
い
て
は
、
申
込
時

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
電
話
（
事
前
予
約
制
、
予
約
な
し

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

締
切
／
10
月
17
日
（
金
）

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
い
き
ぬ
こ
～
会

　
自
宅
で
ご
家
族
等
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
た

ち
が
交
流
を
深
め
、
日
常
の
介
護
負
担
の
相

談
を
し
た
り
、
普
段
の
思
い
を
一
緒
に
語
り
合

い
、
息
抜
き
が
で
き
る
場
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
時
／
11
月
22
日
（
水
）
13
時
30
分
～

場
所
／
復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
じ
い
ろ

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ご
自
由
に
参

加
く
だ
さ
い
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
個
別
入
会
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ

る
方
は
事
前
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
11
月
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
で
す

　
熊
本
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を

広
げ
、全
県
的
な
取
組
み
と
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
日
本
一
推
進
連
絡
会
議
」
が
平
成
20
年

９
月
に
発
足
し
、
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

団
体
と
連
携
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日
本

一
を
目
指
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
11
月
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
」
と

定
め
、
具
体
的
な
事
業
・
活
動
を
通
じ
、
県
民

に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
・
役
割
・

必
要
性
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
、

気
軽
に
、
楽
し
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は

　
特
別
な
こ
と
を
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
行
う
こ
と
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
関
心
を
持
ち
、
こ
れ
な
ら
で

き
る
と
い
う
も
の
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
種
類
や
方
法
が
あ
り
ま
す

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
法
に
は
、
収
集
活

動
や
募
金
な
ど
個
人
で
で
き
る
活
動
も
あ
れ
ば
、

既
存
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
な
ど
単
発
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
定
期
的
に

施
設
へ
訪
問
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
活
動

に
参
加
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
行

し
て
い
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
向
け
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
【
ジ
ュ
ニ
ア
版
】」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

　
１
　
人
と
人
、
人
と
社
会
の
か
け
橋
で
す

　
２
　
当
事
者
の
よ
き
友
人
で
す

　
３
　
社
会
資
源
の
活
用
を
盛
ん
に
す
る
推
進
役
で
す

　
４
　
住
民
と
し
て
広
く
福
祉
を
見
守
る
立
場
で
す

　
５
　
偏
見
、
誤
解
を
な
く
す
提
案
者
で
す

　
６
　
地
域
の
連
帯
を
強
め
る
か
な
め
役
で
す

　
７
　
積
極
的
な
発
言
者
で
す

問　

地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

ボランティアハンドブック

ボランティアハンド
ブック【ジュニア版】



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。

８

発行 / 社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所／惣領４町内公民館／日時／毎月第２火曜日 １３時３０分

実習生（熊本駅前看護リハビリテーション学院）

～つながる地域・住みよいまち～

惣領４町内こがみサロン 福富シラカシサロン

辻の城団地お楽しみ会 平田第一ふれあいサロン

場所／辻の城団地公民館／日時／毎月第３木曜日 ９時３０分

No.308
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地域サ ン

◀

２０２３年

11月

場所／平田上・中公民館／日時／毎月第２火曜日 １３時３０分

９月１９日（火）～２５日（月）の期間で、熊本駅前看護リ
ハビリテーション学院看護学科２年生２名（池田結那さん、
宮本あづささん、各２日間）が実習に来られました。
　看護師養成のカリキュラムが変更となり、地域において
人々がどのような暮らしをして、どのような人々の支え（社
会資源）があるのかについて理解を深めることが目的で、社
協事業である地域福祉権利擁護事業利用者訪問や地域サロン
参加、区長及び民生委員インタビュー等を通じて地域福祉を
学んでいただきました。

場所／福富公民館／日時／毎月第２水曜日 １０時

地域サロンでは参加者との交流を深めました

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


